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マグロ漁　好調な出足
　深浦町は、マグロ漁獲量が県内第１位となるなど、漁業が盛んな町です。

　今年も、30㎏から40㎏クラスが次々と荷揚げされ、ハマは賑わいを見せて

います。

　水揚げされたマグロは、道の駅や地元飲食店でも食べることができます。

　新鮮なマグロを是非ご賞味ください。

【No．１１91】 〔マグロ漁　深
ふか

浦
うら

町
まち

〕

■本会臨時総会……………… ２　■24年度重点施策の国会議員説明会… ４

■　　　　　　　　　　…… ６　■まちづくりへの挑戦　蓬田村…１２

■いまが旬！…………………１４　■随想　吉田深浦町長…………１８
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東北地方太平洋沖地震に
係る知事への提言活動



2あおもり

青森県町村会臨時総会
　

副会長は新郷村、西目屋村の両村長
会長に越善靖夫東通村長を選出

新たな執行体制を決定した臨時総会の様子

就任あいさつする越善新会長

　
本
会
は
六
月
十
七
日
、
青
森
市
の
県
共
同
ビ
ル
で
臨
時
総

会
を
開
催
し
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
を
行
っ
た
。

協
議
の
結
果
、
会
長
に
越
善
靖
夫
東
通
村
長
を
選
出
し
た
の

を
は
じ
め
、
新
た
に
副
会
長
二
名
、
監
事
三
名
を
選
出
し
、

本
会
の
新
た
な
執
行
体
制
が
決
定
し
た
。
理
事
に
は
郡
町
村

会
長
を
充
て
る
こ
と
と
な
る
。

　

臨
時
総
会
に
は
、
逢
坂
会
長
ほ

か
二
十
六
町
村
長
が
出
席
し
た
。

　

逢
坂
会
長
が
議
長
を
務
め
議
事

に
入
り
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

の
選
任
を
行
い
、
会
長
に
越
善
靖

夫
東
通
村
長
、
副
会
長
に
須
藤
良

美
新
郷
村
長
、
関
和
典
西
目
屋
村

長
、
監
事
に
小
鹿
正
義
今
別
町
長
、

古
川
健
治
六
ヶ
所
村
長
、
東
條
昭

彦
鯵
ヶ
沢
町
長
を
選
出
し
、
新
役

員
が
決
定
し
た
。
新
役
員
の
任
期

は
平
成
二
十
三
年
六
月
十
九
日
か

ら
二
年
間
と
な
る
。

　

役
員
選
任
後
、
就
任
あ
い
さ
つ

し
た
越
善
新
会
長
は
、「
重
責
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
。
震
災
の

影
響
に
よ
り
東
北
地
方
全
体
の
経

済
が
疲
弊
し
て
い
る
中
、
地
方
財

政
の
強
化
を
は
じ
め
、
一
日
も
早

い
災
害
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、

全
役
員
の
皆
様
方
、
町
村
長
の
皆

様
方
と
一
体
と
な
っ
て
、
国
、
県

等
に
働
き
か
け
て
参
り
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
た
。

　

本
会
は
臨
時
総
会
終
了
後
、
青

森
市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
、

総
務
厚
生
、
産
業
経
済
両
委
員
会

を
開
催
し
、
任
期
満
了
に
伴
う
委

員
長
、副
委
員
長
の
選
任
を
行
っ
た
。

　

総
務
厚
生
委
員
会
で
は
、
委
員

長
に
古
川
健
治
六
ヶ
所
村
長
、
副

委
員
長
に
小
鹿
正
義
今
別
町
長
、

須
藤
良
美
新
郷
村
長
を
そ
れ
ぞ
れ

選
出
し
た
。
ま
た
、
産
業
経
済
委

員
会
で
は
、
委
員
長
に
舘
岡
一
郎

板
柳
町
長
、
副
委
員
長
に
小
野
俊

逸
中
泊
町
長
、
吉
田
豊
六
戸
町
長

を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
た
。
両
委
員

会
の
構
成
は
名
簿
の
と
お
り
。

　

引
き
続
き
、
両
委
員
会
で
は
県

当
局
と
諸
案
件
に
つ
い
て
協
議
し

た
。
総
務
厚
生
委
員
会
で
は
、
県

総
務
部
市
町
村
振
興
課
の
大
川
課

長
か
ら
「
町
村
に
お
け
る
行
財

政
的
課
題
等
に
つ
い
て
」、
ま
た
、

産
業
経
済
委
員
会
で
は
、
県
農
林

水
産
部
の
渋
谷
部
長
か
ら
「
青
森

県
農
林
水
産
部
の
主
要
施
策
に
つ

総
務
厚
生
委
員
長
に

古
川
六
ヶ
所
村
長

産
業
経
済
委
員
長
に

舘
岡
板
柳
町
長
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本会総務厚生委員会の様子

い
て
」、
県
観
光
国
際
戦
略
局
の

馬
場
局
長
か
ら
「
観
光
国
際
戦
略

の
推
進
に
つ
い
て
」
そ
れ
ぞ
れ
説

明
が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
は
、
本
会
臨
時

総
会
終
了
後
、
議
会
臨
時
会
を
開

催
し
、
逢
坂
管
理
者
ほ
か
議
員
等

八
町
村
長
が
出
席
し
た
。

　

臨
時
会
で
は
、
報
告
事
項
一
件

を
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
後
、正
・

副
管
理
者
選
挙
を
行
い
、
管
理
者

に
越
善
東
通
村
長
、
副
管
理
者
に

関
西
目
屋
村
長
を
新
た
に
選
任
し

た
。
ま
た
、
欠
員
に
伴
う
副
議
長

選
挙
を
行
い
、
工
藤
南
部
町
長
を

選
任
し
た
。

青
森
県
町
村
会
役
員
名
簿

副
会
長関せ

き

　
　
和か
ず

典の
り

（
西
目
屋
村
長
）

会
　
長越え

ち

善ぜ
ん

　
靖や
す

夫お

（
東
通
村
長
）

副
会
長須す

藤と
う

　
良よ
し

美み

（
新
郷
村
長
）

理
　
事

森
内
　
　
勇　
（
外
ヶ
浜
町
長
）

吉
田
　
　
満　
（
深
浦
町
長
）

鈴
木
　
孝
雄　
（
田
舎
館
村
長
）

亀
田
　
道
隆　
（
野
辺
地
町
長
）

金
澤
　
満
春　
（
大
間
町
長
）

松
橋
　
良
則　
（
田
子
町
長
）

監
　
事

小
鹿
　
正
義　
（
今
別
町
長
）

古
川
　
健
治　
（
六
ヶ
所
村
長
）

東
條
　
昭
彦　
（
鰺
ヶ
沢
町
長
）

青森県町村会政務調査委員会名簿（平成23年６月17日現在）
総務厚生委員会名簿（14名）

委 員 長　　古川　健治　（六ヶ所村長）
副委員長　　小鹿　正義　（今別町長）
　 〃 　　　須藤　良美　（新郷村長）
委　　員　　森内　　勇　（外ヶ浜町長）
　 〃 　　　東條　昭彦　（鰺ヶ沢町長）
　 〃 　　　関　　和典　（西目屋村長）
　 〃 　　　山田　年伸　（大鰐町長）
　 〃 　　　中野　掔司　（鶴田町長）
　 〃 　　　野坂　　充　（横浜町長）
　 〃 　　　成田　　隆　（おいらせ町長）
　 〃 　　　越善　靖夫　（東通村長）
　 〃 　　　太田　健一　（佐井村長）
　 〃 　　　工藤　祐直　（南部町長）
　 〃 　　　浜谷　豊美　（階上町長）

産業経済委員会名簿（16名）
委 員 長　　舘岡　一郎　（板柳町長）
副委員長　　小野　俊逸　（中泊町長）
　 〃 　　　吉田　　豊　（六戸町長）
委　　員　　逢坂　雄一　（平内町長）
　 〃 　　　古川　正隆　（蓬田村長）
　 〃 　　　吉田　　満　（深浦町長）
　 〃 　　　小田桐智高　（藤崎町長）
　 〃 　　　鈴木　孝雄　（田舎館村長）
　 〃 　　　亀田　道隆　（野辺地町長）
　 〃 　　　小又　　勉　（七戸町長）
　 〃 　　　斗賀　壽一　（東北町長）
　 〃 　　　金澤　満春　（大間町長）
　 〃 　　　飯田　浩一　（風間浦村長）
　 〃 　　　竹原　義人　（三戸町長）
　 〃 　　　三浦　正名　（五戸町長）
　 〃 　　　松橋　良則　（田子町長）

管
理
者
に

越
善
東
通
村
長
を
選
任

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
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24年度重点施策の国会議員説明会

震災の復旧・復興対策並びに　　　　　　　
　　　　地方財政基盤の充実・強化等を訴える

県・市長会・町村会３者合同で

　

本
会
は
、
県
、
県
市
長
会
の
三
者
合
同
で
、
六
月
二
十
五
日
、

青
森
市
の
青
森
国
際
ホ
テ
ル
で
平
成
二
十
四
年
度
重
点
施
策
の

国
会
議
員
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　

本
会
か
ら
は
越
善
会
長
、
須
藤
副
会
長
、
関
副
会
長
を
は
じ

め
、
二
十
九
町
村
長
（
代
理
含
む
）
が
出
席
し
、
県
選
出
国
会

議
員
に
対
し
、
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
対
策
や
、
地
方

財
政
基
盤
の
充
実
・
強
化
な
ど
七
項
目
の
重
点
施
策
を
説
明
し
、

実
現
へ
協
力
を
求
め
た
。

震災の復旧・復興対策等の重点施策を説明する越善会長

説明会には関係者約150人が出席

　

説
明
会
に
は
、
県
選
出
国
会
議

員
の
横
山
北
斗
衆
議
院
議
員
、
大

島
理
森
衆
議
院
議
員
、
木
村
太
郎

衆
議
院
議
員
、
中
野
渡
詔
子
衆
議

院
議
員
、
高
橋
千
鶴
子
衆
議
院
議

員
、
山
崎
力
参
議
院
議
員
、
平
山

幸
司
参
議
院
議
員
ほ
か
代
理
と
し

て
各
国
会
議
員
秘
書
と
、
各
政
党

県
連
等
の
幹
事
長
を
は
じ
め
幹
部

が
出
席
し
た
。
ま
た
、
本
会
か
ら

は
越
善
会
長
、
須
藤
、
関
両
副
会

長
を
は
じ
め
二
十
九
町
村
長
（
代

理
含
む
）、
県
か
ら
は
三
村
知
事

ほ
か
副
知
事
と
関
係
部
局
長
、
県

市
長
会
か
ら
は
鹿
内
会
長
（
青
森

市
長
）
ほ
か
各
市
長
（
代
理
含
む
）、

な
ど
、
約
百
五
十
人
が
出
席
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
三
者
合
同
で
実
施

し
て
い
る
同
説
明
会
で
は
、
は
じ

め
に
、
県
が
三
村
知
事
の
あ
い
さ

つ
に
引
き
続
き
、
震
災
関
連
分
と

し
て
「
創
造
的
復
興
」
を
実
現
す

る
た
め
の
財
政
支
援
、
公
立
学
校

を
は
じ
め
と
し
た
避
難
所
の
防
災

機
能
強
化
な
ど
十
項
目
、
通
常
分

と
し
て
、
青
森
・
岩
手
県
境
不
法

投
棄
事
案
に
対
す
る
国
の
財
政
支

援
、
む
つ
小
川
原
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ

パ
ー
ク
の
推
進
な
ど
、
十
項
目
の

重
点
施
策
を
担
当
部
局
長
が
説
明

し
た
。

　

本
会
か
ら
は
、
ま
ず
越
善
会
長

が
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
東
日
本
大

震
災
の
復
旧
・
復
興
対
策
に
つ
い

て
は
、
被
災
者
や
被
災
地
域
が
速

や
か
に
復
旧
・
復
興
で
き
る
諸
対

策
に
係
る
財
政
措
置
や
法
整
備
を

早
急
に
行
う
よ
う
お
願
い
す
る
。

ま
た
、
町
村
が
自
主
的
、
主
体
的

な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

は
、
町
村
自
治
の
確
立
と
、
そ
の

前
提
と
な
る
町
村
財
政
基
盤
の
強

化
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
述
べ
、

本
会
事
務
局
か
ら
、
東
日
本
大
震

災
の
復
旧
・
復
興
対
策
、
地
方
財

政
基
盤
の
充
実
・
強
化
な
ど
、
七

項
目
の
重
点
施
策
を
説
明
し
た
。

（
本
会
重
点
施
策
の
説
明
項
目
は

左
の
と
お
り
）。

　

ま
た
、
市
長
会
か
ら
は
、
東
日
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県説明の冒頭で三村知事があいさつ

説明会には県選出国会議員7名が出席

民主党陳情要請対応本部　松浦副本部長に要望

本
大
震
災
に
伴
う
地
域
経
済
対
策

な
ど
、
九
項
目
の
重
点
施
策
が
説

明
さ
れ
た
。

　

三
村
知
事
や
越
善
会
長
を
は
じ

め
本
県
地
方
六
団
体
の
代
表
者
は
、

七
月
十
一
日
、
東
京
都
内
に
お
い

て
、
民
主
党
、
自
民
党
両
党
本
部

の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
、

厚
生
労
働
省
、
総
務
省
並
び
に
県

選
出
国
会
議
員
に
対
し
、
平
成

二
十
四
年
度
の
重
点
施
策
提
案
を

行
い
、
本
県
の
実
情
を
訴
え
、
施

策
の
実
現
に
つ
い
て
強
く
求
め
た
。

　
地
方
六
団
体
が

重
点
施
策
提
案
活
動
　

本会重点施策の説明項目
１．東日本大震災の復旧・復興対策に

関する提案

２．平成二十四年度政府予算編成及び

施策に関する提案

　（１）地方財政基盤の充実・強化に

ついて

　（２）医療・保健・福祉施策の強力

な推進について

　（３）農林水産業の振興について

　（４）社会基盤の整備について

　（５）廃棄物処理対策の充実・強化

について

　（６）義務教育施設等の耐震化及び

老朽化対策事業の推進について



6あおもり

災害復旧・復興に向け逢坂会長が三村知事に提言

本会災害対策本部会議の様子

復
旧
・
復
興
に
向
け

政
策
課
題
を
提
言

　

本
会
で
は
四
月
二
十
二
日
、
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
係
る
知

事
に
対
す
る
提
言
活
動
を
行
い
、

逢
坂
会
長
が
三
村
知
事
に
対
し
提

言
書
を
提
出
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
の
青
森
県
復
興
プ

ラ
ン
の
策
定
に
あ
た
り
、
同
プ
ラ

ン
に
本
会
か
ら
の
災
害
復
旧
・
復

興
に
関
す
る
提
言
内
容
を
反
映
さ

せ
る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
、

災
害
復
旧
に
向
け
た
支
援
、
防
災

対
策
の
強
化
、
地
方
自
治
体
へ
の

財
政
支
援
、
原
子
力
施
設
の
対
応

等
、
災
害
復
旧
・
復
興
に
向
け
た

政
策
課
題
等
に
つ
い
て
提
言
し
た
。

本
会
災
害
対
策
本
部
を
開
催

　

　

本
会
は
、
五
月
十
日
、
青
森
市

の
県
共
同
ビ
ル
で
青
森
県
町
村
会

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
対

策
本
部
会
議
を
開
催
し
、
逢
坂
本

部
長
（
本
会
会
長
）
ほ
か
、
関
係

町
村
長
六
人
が
出
席
し
た
。

　

会
議
で
は
、
今
回
の
地
震
に
係

る
本
会
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
報

告
し
た
ほ
か
、
今
後
の
対
応
と
し

て
、
今
後
も
県
の
要
請
に
基
づ
き

各
市
町
村
に
対
し
人
的
支
援
依
頼

を
行
う
こ
と
と
し
、
ま
た
、
県
内

被
災
市
町
村
で
は
、
応
急
対
策
か

ら
復
興
へ
と
移
行
し
て
お
り
、
県

に
お
い
て
も
活
動
の
中
心
が
生
活

再
建
・
産
業
復
興
局
に
移
行
し
て

い
る
状
況
か
ら
、
本
会
の
災
害
対

策
本
部
に
つ
い
て
は
、
県
等
の
状

況
を
注
視
し
な
が
ら
廃
止
を
含
め
、

対
応
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

な
お
、
災
害
対
策
本
部
で
協
議

し
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
同
日
開

催
の
第
二
回
本
会
理
事
会
に
お
い

て
も
報
告
が
な
さ
れ
た
。

青
森
県
復
興
プ
ラ
ン
を
策
定

　

県
は
、
五
月
に
現
時
点
で
の
対

応
状
況
や
課
題
を
整
理
し
、「
当

面
の
取
組
」
を
ま
と
め
た
「
青
森

県
復
興
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
復

旧
復
興
に
向
け
た
対
応
を
進
め
て

い
る
。

　

ま
た
、
県
で
は
、
年
内
を
目
途

に
創
造
的
復
興
に
向
け
た
課
題
と

中
長
期
的
な
取
り
組
み
の
方
向
性

を
示
す
「
青
森
県
復
興
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
そ
の
検
討
の
た
め
「
青
森
県

復
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
懇
話
会
」
を

設
置
し
、
本
会
も
同
懇
話
会
に
参

画
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本

会
の
災
害
対
策
本
部
は
六
月
十
四

日
付
け
で
解
散
す
る
こ
と
と
し
た
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
係
る

「
青
森
県
復
興
プ
ラ
ン
」

策
定
に
あ
た
り
知
事
に
提
言

本
会
災
害
対
策
本
部
会
議
を
開
催
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本
会
は
六
月
三
日
、
青
森
市
の

県
共
同
ビ
ル
で
正
副
会
長
・
理
事
・

監
事
・
政
務
調
査
委
員
長
・
顧
問

合
同
会
議
を
開
催
し
た
。
出
席
者

は
、
逢
坂
会
長
ほ
か
関
係
町
村
長

十
二
人
。

　

会
議
で
は
、
六
月
十
七
日
に
開

催
す
る
本
会
臨
時
総
会
の
開
催
期

日
並
び
に
総
会
次
第
案
と
役
員

選
任
に
つ
い
て
、
ま
た
、
六
月

二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
る
二
十
四

年
度
重
点
施
策
の
国
会
議
員
等
説

明
会
で
の
本
会
か
ら
の
要
望
事
項

等
を
協
議
し
、
協
議
の
結
果
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定

し
た
。

　

協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

協
議
事
項

○
協
議
事
項
１　

平
成
二
十
三
年

青
森
県
町
村
会
臨
時
総
会
開
催
期

日
及
び
総
会
次
第
案
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
２　

本
会
役
員
の
選

任
に
つ
い
て

＝
臨
時
総
会
の
概
要
並
び
に
本
会

役
員
選
任
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

本
紙
二
、三
頁
参
照
。

○
協
議
事
項
３　

平
成
二
十
四
年

度
重
点
施
策
の
国
会
議
員
等
説
明

会
等
に
つ
い
て
＝
本
会
か
ら
の
要

望
項
目
を
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

説
明
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
本

紙
四
、五
頁
参
照
。

１　

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復

興
対
策
に
関
す
る
提
案

２　

平
成
二
十
四
年
度
政
府
予
算

編
成
及
び
施
策
に
関
す
る
提
案

総
務
省
関
係

・
町
村
自
治
の
確
立
及
び
地
方
財

政
基
盤
の
充
実
・
強
化
に
つ
い

て
・
自
治
体
病
院
に
対
す
る
財
政
措

置
の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て

・
情
報
化
施
策
の
推
進
と
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
へ
の
円
滑
な
移
行

に
つ
い
て

文
部
科
学
省
、
文
化
庁
関
係

・
核
融
合
研
究
開
発
を
行
う
国
際

研
究
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て

・
野
生
鳥
獣
の
保
護
管
理
事
業
の

充
実
・
強
化
に
つ
い
て

・
義
務
教
育
施
設
等
の
耐
震
化
及

び
老
朽
化
対
策
事
業
の
推
進
に

つ
い
て

厚
生
労
働
省
関
係

・
地
域
医
療
の
確
保
・
充
実
に
つ

い
て

・
子
育
て
支
援
対
策
の
総
合
的
な

推
進
に
つ
い
て

・
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営

に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
制
度
等
の
円
滑

な
実
施
に
つ
い
て

・
障
害
者
保
健
福
祉
施
策
の
推
進

に
つ
い
て

農
林
水
産
省
関
係

・
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

・
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

・
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

経
済
産
業
省
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
関
係

・
原
子
力
施
設
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

・
電
源
地
域
振
興
の
た
め
の
交
付

金
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

・
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最

終
処
理
に
係
る
施
策
の
推
進
に

つ
い
て

国
土
交
通
省
関
係

・
道
路
の
整
備
等
に
つ
い
て

・
県
土
の
安
全
性
の
確
保
と
向
上

に
つ
い
て

・
津
軽
ダ
ム
建
設
事
業
の
整
備
促

進
に
つ
い
て

環
境
省
関
係

・
廃
棄
物
処
理
対
策
の
拡
充
・
強

化
に
つ
い
て

・
野
生
鳥
獣
の
保
護
管
理
事
業
の

充
実
・
強
化
に
つ
い
て

　

本
会
は
五
月
十
三
日
、
青
森
市

の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
町
村
総

務
課
長
会
議
を
開
催
し
た
。
出

席
者
は
町
村
総
務
担
当
課
長
等

三
十
一
人
。

　

会
議
で
は
、
本
会
総
務
課
が
町

村
長
健
康
管
理
研
修
、
弔
慰
金
の

支
給
、
顧
問
弁
護
士
な
ど
総
務
関

係
九
項
目
、
公
有
建
物
災
害
共
済

事
業
な
ど
共
済
関
係
四
項
目
、
業

務
課
が
各
種
研
修
、
町
村
職
員
採

用
統
一
試
験
、
法
令
外
負
担
金
の

規
制
な
ど
十
二
項
目
、
市
町
村

総
合
事
務
組
合
滞
納
整
理
課
が

二
十
三
年
度
組
合
の
運
営
方
針
等

に
つ
い
て
説
明
し
、
各
業
務
に
対

す
る
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
県
総
務
部
防
災
消
防
課

の
松
岡
課
長
を
講
師
に
迎
え
、「
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
へ
の
対
応

と
今
後
の
課
題
」
と
題
し
講
演
い

た
だ
い
た
。
松
岡
課
長
は
、
今
回

の
地
震
の
特
徴
と
し
て
、
観
測
史

上
最
大
級
の
地
震
規
模
と
記
録
的

な
大
津
波
の
発
生
に
よ
り
被
災
地

域
が
広
範
囲
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
原
子
力
発
電
所
の
被
災
や
停

電
の
長
期
化
、
燃
料
の
供
給
減
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
と
し
た
。
ま
た
、

今
後
の
課
題
と
し
て
、
防
災
対
策

の
総
点
検
、
自
主
防
災
組
織
の
組

織
率
の
向
上
、
電
力
、
燃
料
の
確

保
な
ど
が
必
要
と
し
た
。

　

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

は
五
月
十
三
日
、
青
森
市
の
ラ
・

プ
ラ
ス
青
い
森
で
、
税
務
徴
収

主
管
担
当
課
長
会
議
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
市
町
村
徴
収
担
当
課
長

等
三
十
六
人
。

　

会
議
で
は
、
県
税
務
課
の
雪
森

指
導
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
「
県
税
の
現
状
と
課
題
」
と
題

し
、
ま
た
県
市
町
村
振
興
課
の
宇

野
税
政
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
「
市
町
村
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
」
と
題
し
講
義
し
た
。

　

ま
た
、
本
組
合
滞
納
整
理
課
が

本
年
度
の
組
合
運
営
方
針
と
、
水

田
活
用
及
び
米
所
得
補
償
交
付
金

や
原
子
力
立
地
給
付
金
の
差
押
え

な
ど
特
殊
な
滞
納
処
分
に
つ
い
て
、

ま
た
、
差
押
・
公
売
実
績
を
説
明

し
、
徴
収
事
務
の
円
滑
化
と
組
合

運
営
に
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

重
点
施
策
提
案
内
容

を
決
定

本
会
事
業
に

協
力
要
請

町
村
総
務
課
長
会
議

徴
収
事
務
の

円
滑
化
に
向
け

税
務
徴
収
主
管
担
当
課
長
会
議
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本
会
に
事
務
局
を
置
く
四
つ
の

各
団
体
は
、
六
月
三
日
、
青
森
市

の
県
共
同
ビ
ル
で
二
十
三
年
度
理

事
会
、
総
会
を
開
催
し
た
。

　

各
団
体
は
、
二
十
二
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
、
二
十
三
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
を
審
議

し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
、

決
定
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
山
村
過
疎
地
域
振

興
連
盟
県
支
部
、
発
電
関
係
市
町

村
全
国
協
議
会
県
支
部
で
は
、
欠

員
及
び
任
期
満
了
等
に
伴
う
役
員

の
選
任
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
。

　

な
お
、
本
会
に
事
務
局
を
置
く

各
団
体
の
う
ち
県
市
町
村
林
野
振

興
対
策
協
議
会
は
、
八
月
以
降
に

理
事
会
及
び
林
政
懇
談
会
を
開
催

予
定
と
し
て
い
る
。

　

各
団
体
の
理
事
会
、
総
会
の
概

要
は
次
の
と
お
り
。

青
森
県
市
町
村
農
業

農
村
振
興
対
策
協
議
会

　

理
事
会
に
は
舘
岡
会
長
（
板
柳

町
長
）
ほ
か
理
事
四
人
（
代
理
含

む
）
が
出
席
し
、
収
支
予
決
算
等

　

県
市
長
会
、
本
会
、
県
市
町
村

振
興
協
会
は
三
者
共
催
に
よ
り
、

六
月
二
十
八
日
、
青
森
市
の
ア
ッ

プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
、
面
接
試
験

技
法
研
修
会
を
開
催
し
た
。
出
席

者
は
市
町
村
の
人
事
担
当
管
理
職

員
等
約
二
十
人
。

　

山
口
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
研
修
会
で
は
、

財
団
法
人
公
務
人
材
開
発
協
会
の

福
島
一
夫
氏
が
面
接
試
験
の
目
的

と
工
夫
や
留
意
事
項
等
に
つ
い
て

講
演
し
た
。

　

福
島
氏
は
「
試
験
官
は
受
験
者

の
心
理
状
態
を
よ
く
理
解
し
、
緊

張
感
を
と
き
ほ
ぐ
す
こ
と
や
誠
実

な
態
度
で
接
す
る
努
力
な
ど
、
受

験
者
の
優
れ
た
能
力
を
発
揮
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
面
接
試
験

の
目
的
は
、
受
験
者
の
人
柄
、
意

欲
、
対
人
関
係
能
力
に
つ
い
て
公

平
に
評
定
し
、
採
用
予
定
職
務
へ

の
職
務
遂
行
能
力
の
適
否
を
判
断

す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
試
験
官
と
し
て
の
心
構

え
に
つ
い
て
、「
面
接
の
基
本
は
、

受
験
者
の
い
い
と
こ
ろ
を
見
る
こ

と
。
試
験
官
だ
か
ら
と
身
構
え
る

の
で
は
な
く
、
日
常
生
活
と
切
り

離
さ
ず
に
日
頃
自
分
が
心
が
け
て

い
る
対
人
面
で
の
ス
キ
ル
や
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
活
か
し
て
、
面
接
す
る

こ
と
が
大
切
。
職
場
で
若
い
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発

に
し
て
お
く
こ
と
な
ど
も
、
実
際

の
面
接
時
に
活
か
さ
れ
て
く
る
」

な
ど
と
述
べ
た
。

　

研
修
会
で
は
、
模
擬
面
接
試
験

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
賞
し
、
三
人
の
面

接
試
験
官
と
受
験
者
の
悪
い
例
と

良
い
例
の
言
葉
使
い
や
態
度
な
ど

に
つ
い
て
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
討
議
し
意
見
交
換
・
発
表
し

た
ほ
か
、
出
席
者
代
表
に
よ
る
模

擬
面
接
試
験
を
実
施
し
、
問
題
点

を
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
議

し
た
。

を
承
認
、
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
理
事
会
で
は
同
協
議
会

の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
、

全
国
市
町
村
農
業
農
村
振
興
対
策

協
議
会
並
び
に
東
北
六
県
農
業
農

村
振
興
対
策
連
絡
協
議
会
の
状
況

等
を
踏
ま
え
、
今
後
の
本
協
議
会

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う

こ
と
と
し
、
今
年
度
、
会
員
市
町

村
の
意
向
調
査
を
行
う
こ
と
と
し

た
ほ
か
、
二
十
三
年
度
以
降
は
会

員
市
町
村
負
担
金
を
徴
収
し
な
い

こ
と
を
決
定
し
た
。

青
森
県
広
報
広
聴
協
議
会

　

理
事
会
に
は
逢
坂
会
長
（
平
内

町
長
）
ほ
か
、
理
事
十
人
（
代
理

含
む
）
が
出
席
し
、
収
支
予
決
算

等
を
承
認
、
決
定
し
た
。

全
国
山
村
過
疎
地
域

振
興
連
盟
青
森
県
支
部

　

理
事
会
に
は
、
太
田
副
支
部
長
、

（
佐
井
村
長
）、小
鹿
副
支
部
長（
今

別
町
長
）、
ほ
か
理
事
五
人
（
代

理
含
む
）
が
出
席
し
、
収
支
予
決

算
等
を
承
認
、
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
欠
員
に
伴
う
支
部
長
及

び
山
村
振
興
部
会
長
の
選
任
を

行
っ
た
。
支
部
長
に
は
太
田
佐
井

村
長
（
過
疎
地
域
対
策
部
会
長
兼

任
）
を
選
任
し
、
そ
れ
に
伴
い
欠

員
と
な
っ
た
副
支
部
長
に
野
坂
横

浜
町
長
を
選
任
し
、
山
村
振
興
部

会
長
を
兼
務
す
る
こ
と
と
し
た
。

発
電
関
係
市
町
村
全
国

協
議
会
青
森
県
支
部

　

総
会
に
は
、
関
支
部
長
（
西
目

屋
村
長
）、
竹
原
副
支
部
長
（
三

戸
町
長
）
ほ
か
会
員
市
町
村
よ
り

三
人
が
出
席
し
、
収
支
予
決
算
等

を
承
認
、
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
正
・

副
支
部
長
の
選
任
を
行
い
、
支
部

長
に
関
西
目
屋
村
長
、
副
支
部
長

に
竹
原
三
戸
町
長
を
そ
れ
ぞ
れ
再

任
し
た
。

23
年
度
事
業
計
画
・

予
算
等
を
決
定　

広報広聴協議会理事会の様子

公務人材開発協会の福島講師が講演

各
団
体
理
事
会
・
総
会

効
果
的
な

　

面
接
技
法
と
は

面
接
試
験
技
法
研
修
会
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　　青森県町村会に事務局を置く各団体役員名簿（平成23年７月１日現在）

青
森
県
市
町
村
農
業
農
村

振
興
対
策
協
議
会

（
会
員
数
＝
38
市
町
村
）

青
森
県
市
町
村
林
野

振
興
対
策
協
議
会

（
会
員
数
＝
29
市
町
村
）

全
国
山
村
過
疎
地
域
振
興

連
盟
青
森
県
支
部

（
会
員
数
＝
28
市
町
村
）

発
電
関
係
市
町
村
全
国

協
議
会
青
森
県
支
部

（
会
員
数
＝
８
市
町
村
）

青
森
県
町
村
会
内
部
団
体

協
議
会
共
通
監
事

青
森
県
広
報
広
聴
協
議
会

（
会
員
数
＝
県
・
40
市
町
村
）

舘岡会長

古川会長

太田支部長

関支部長

越善会長

会
　
長

　

舘　

岡　

一　

郎（
板
柳
町
長
）

副
会
長

　

小
山
田　
　
　

久（
十
和
田
市
長
）

　

斗　

賀　

壽　

一（
東
北
町
長
）

理
　
事

　

福　

島　

弘　

芳（
つ
が
る
市
長
）

　

逢　

坂　

雄　

一（
平
内
町
長
）

　

鈴　

木　

孝　

雄（
田
舎
館
村
長
）

　

越　

善　

靖　

夫（
東
通
村
長
）

　

浜　

谷　

豊　

美（
階
上
町
長
）

会
　
長

　

古　

川　

正　

隆（
蓬
田
村
長
）

副
会
長

　

大　

川　

喜
代
治（
平
川
市
長
）

　

小　

又　
　
　

勉（
七
戸
町
長
）

理
　
事

　

鳴　

海　

広　

道（
黒
石
市
長
）

　

吉　

田　
　
　

満（
深
浦
町
長
）

　

関　
　
　

和　

典（
西
目
屋
村
長
）

　

越　

善　

靖　

夫（
東
通
村
長
）

　

竹　

原　

義　

人（
三
戸
町
長
）

支
部
長

　

関　
　
　

和　

典（
西
目
屋
村
長
）

副
支
部
長

　

竹　

原　

義　

人（
三
戸
町
長
）

会
　
員

　

青

森

市

　

黒

石

市

　

十

和

田

市

　

平

川

市

　

鰺

ヶ

沢

町

　

深

浦

町

　

種　

市　

一　

正（
三
沢
市
長
）

　

古　

川　

健　

治（
六
ヶ
所
村
長
）

　

東　

條　

昭　

彦（
鰺
ヶ
沢
町
長
）

会
　
長

　

越　

善　

靖　

夫（
東
通
村
長
）

副
会
長

　

鹿　

内　
　
　

博（
青
森
市
長
）

　

小
山
内　

豊　

彦（
県
企
画
政
策
部
長
）

理
　
事

　

葛　

西　

憲　

之（
弘
前
市
長
）

　

小　

林　
　
　

眞（
八
戸
市
長
）

　

鳴　

海　

広　

道（
黒
石
市
長
）

　

平　

山　

誠　

敏（
五
所
川
原
市
長
）

　

小
山
田　
　
　

久（
十
和
田
市
長
）

　

宮　

下　

順
一
郎（
む
つ
市
長
）

　

福　

島　

弘　

芳（
つ
が
る
市
長
）

　

大　

川　

喜
代
治（
平
川
市
長
）

　

森　

内　
　
　

勇（
外
ヶ
浜
町
長
）

　

吉　

田　
　
　

満（
深
浦
町
長
）

　

鈴　

木　

孝　

雄（
田
舎
館
村
長
）

　

亀　

田　

道　

隆（
野
辺
地
町
長
）

　

金　

澤　

満　

春（
大
間
町
長
）

　

松　

橋　

良　

則（
田
子
町
長
）

支
部
長

　

太　

田　

健　

一

（
佐
井
村
長
）〈
過
〉

　
（
過
疎
地
域
対
策
部
会
長
兼
任
）

副
支
部
長

　

野　

坂　
　
　

充

（
横
浜
町
長
）〈
山
・
過
〉

　
（
山
村
振
興
部
会
長
兼
任
）

　

小　

鹿　

正　

義

（
今
別
町
長
）〈
過
〉

理
　
事

　

平　

山　

誠　

敏

（
五
所
川
原
市
長
）〈
過
〉

　

大　

川　

喜
代
治

（
平
川
市
長
）〈
山
〉

　

森　

内　
　
　

勇

（
外
ヶ
浜
町
長
）〈
山
〉

　

東　

條　

昭　

彦

（
鰺
ヶ
沢
町
長
）〈
過
〉

　

山　

田　

年　

伸

（
大
鰐
町
長
）〈
山
・
過
〉

　

小　

野　

俊　

逸

（
中
泊
町
長
）〈
山
〉

　

飯　

田　

浩　

一

（
風
間
浦
村
長
）〈
山
・
過
〉

　

松　

橋　

良　

則

（
田
子
町
長
）〈
山
〉

　

須　

藤　

良　

美

（
新
郷
村
長
）〈
過
〉

〈
山
〉
は
山
村
担
当
理
事

〈
過
〉
は
過
疎
担
当
理
事
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本
会
は
四
月
二
十
八
日
、
青
森

市
の
県
共
同
ビ
ル
で
総
合
賠
償
補

償
保
険
事
務
担
当
者
研
修
会
を
開

催
し
た
。
出
席
者
は
市
町
村
の
担

当
者
約
四
十
人
。

　

研
修
会
で
は
、
山
口
本
会
常
務

理
事
兼
事
務
局
長
が
「
本
保
険
制

度
の
趣
旨
は
、
市
町
村
の
法
律
上

の
賠
償
金
の
支
出
に
よ
る
財
政
負

担
の
軽
減
と
、
ス
ム
ー
ズ
な
賠
償

問
題
の
解
決
に
よ
り
行
政
の
円
滑

化
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今

後
と
も
本
保
険
制
度
に
対
す
る
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

引
き
続
き
、
本
保
険
幹
事
会
社

で
あ
る
（
株
）
損
害
保
険
ジ
ャ
パ

ン
の
恩
田
青
森
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
課
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
全
国

町
村
会
総
合
賠
償
補
償
保
険
の
概

要
と
事
故
処
理
に
つ
い
て
同
社
担

当
者
が
「
賠
償
補
償
事
案
が
年
々

複
雑
多
様
化
、
賠
償
額
も
高
額
化

の
傾
向
が
あ
り
、
住
民
の
損
害
賠

償
請
求
の
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。

近
年
増
加
傾
向
の
市
町
村
道
穴
凹

事
故
は
、
道
路
管
理
者
と
被
害
者

の
過
失
相
殺
の
適
用
が
大
半
を
占

め
る
。
ま
た
、
庁
舎
等
屋
根
雪
の

落
雪
事
故
の
大
半
が
駐
車
中
の
自

動
車
の
破
損
事
故
で
あ
り
、
屋
根

下
を
駐
車
禁
止
に
し
バ
リ
ケ
ー
ド

等
を
設
置
す
る
等
の
対
策
を
講
じ

る
べ
き
で
あ
る
。
事
故
が
発
生
し

た
場
合
は
、
速
や
か
に
青
森
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
町
村
会
へ
連
絡

し
、
事
案
の
早
期
解
決
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
説
明
し
た
ほ

か
、
地
震
保
険
の
こ
れ
ま
で
の
経

緯
や
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

伴
う
支
払
状
況
等
を
紹
介
し
た
。

　

次
に
、
本
会
事
務
局
が
二
十
三

年
度
更
新
加
入
事
務
と
事
故
報
告

書
の
取
扱
い
及
び
二
十
二
年
度
加

入
状
況
、
支
払
い
実
績
等
を
説
明

し
、
本
保
険
制
度
に
対
す
る
理
解

と
協
力
を
求
め
た
。

　

本
会
は
六
月
十
日
、
青
森
市
の

ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
災
害
共

済
関
係
事
業
事
務
研
修
打
合
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
市
町
村
及

び
一
部
事
務
組
合
等
の
事
務
担
当

者
約
百
十
人
。

　

は
じ
め
に
本
会
の
山
口
常
務
理

事
兼
事
務
局
長
が
「
相
互
救
済
を

原
則
と
す
る
、
共
済
事
業
の
安
定

的
な
運
営
は
、
加
入
団
体
と
加
入

者
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
事
業
の
更
な
る
充
実

強
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を

図
る
た
め
に
は
、
事
務
を
担
当
さ

れ
て
い
る
皆
様
方
の
御
理
解
と
御

協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
も

皆
様
方
の
ご
要
望
に
応
え
る
事
業

と
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

打
合
会
で
は
、
全
国
町
村
会
災

害
共
済
部
庶
務
課
の
堀
江
課
長

が
、「
こ
れ
か
ら
の
共
済
事
業
を

考
え
る
」
と
題
し
、
保
険
事
業
と

共
済
事
業
の
違
い
や
共
済
事
業
を

取
り
巻
く
状
況
、
今
後
の
共
済
事

業
の
在
り
方
等
を
説
明
し
た
ほ
か
、

同
公
有
物
件
課
の
戸
田
課
長
が
、

（
財
）
全
国
自
治
協
会
災
害
共
済

事
業
に
つ
い
て
説
明
し
、
公
有
建

物
災
害
共
済
の
共
済
委
託
に
関
す

る
留
意
点
や
落
雷
損
害
共
済
金
の

請
求
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
係
る
公
有
建
物
災
害
見
舞
金
の

請
求
及
び
被
災
市
町
村
へ
の
公
有

自
動
車
の
貸
与
等
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

　

引
き
続
き
事
務
局
か
ら
、
生
協

火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
、
任
意

共
済
・
特
定
疾
病
保
険
事
業
、
弔

慰
金
事
業
、
個
人
年
金
共
済
事
業

の
概
要
並
び
に
更
新
事
務
手
続
き

や
、
公
有
・
生
協
事
故
報
告
及
び

共
済
金
請
求
に
伴
う
事
務
手
続
き

等
を
説
明
し
た
ほ
か
、
車
両
保
険

幹
事
会
社
で
あ
る
損
害
保
険
ジ
ャ

パ
ン
青
森
支
社
よ
り
車
両
共
済
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

北
海
道
東
北
六
県
町
村
会
協
議

会
（
事
務
局
・
北
海
道
町
村
会
）

は
五
月
十
二
日
、
青
森
市
の
県
共

同
ビ
ル
で
北
海
道
東
北
六
県
町
村

会
政
務
担
当
部
課
長
会
議
を
開
催

し
、
平
成
二
十
四
年
度
政
府
予
算

編
成
並
び
に
施
策
に
関
す
る
要
望

な
ど
を
協
議
し
た
。

　

会
議
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に

関
す
る
緊
急
要
望
の
ほ
か
、
地
域

の
自
主
・
自
立
性
を
高
め
る
社
会

の
実
現
、
地
方
財
政
基
盤
の
強
化
、

農
業
・
農
村
対
策
の
推
進
な
ど
、

当
面
す
る
課
題
を
整
理
・
集
約
し
、

六
月
十
六
日
開
催
の
事
務
局
長
会

議
に
提
案
す
る
こ
と
し
た
。

制度の理解を深める参加者

政務担当部課長が要望事項等を協議

全国町村会の堀江庶務課長が説明

総
合
賠
償
補
償
保
険

制
度
を
説
明

事
務
担
当
者
研
修
会

各
種
共
済
事
業
を
説
明

災
害
共
済
関
係
事
業

事
務
研
修
打
合
会
　

国
へ
の

要
望
項
目
等
を
協
議

北
海
道
東
北
六
県
町
村
会

政
務
担
当
部
課
長
会
議　
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青 森 県 町 村 長 等 名 簿 平成２3年７月１日現在　
町村数３０町村（２２町８村）

区　分
町村 町　　村　　長 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長

東
郡

平 内 町 逢　　坂　　雄　　一 S１６．９．１８ ４ ２３．１１．１４ 蝦　　名　　昭　　彦
今 別 町 小　　鹿　　正　　義 S　６．２．１８ ３ ２５．１０．１２ 阿　　部　　義　　治
外 ヶ 浜 町 森　　内　　　　　勇 S１３． ３． ２ ２ ２５． ４．２３
蓬 田 村 古　　川　　正　　隆 S２２． ６．２ ４ ２５．１１． ８

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 東　　條　　昭　　彦 S１６． ４．１５ １ ２５．１２．２６ 長　　内　　　　　仁
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S２８． ９． ９ １ ２４．１２．２０ 本　　田　　満　　生

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S４２． ２．２４ ２ ２６． ２．２５

南
郡

藤 崎 町 小 田 桐　　智　　高 S３５． ７．２１ ３ ２５． ４．２３ 浅　　利　　　　　一
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S２７． ３．１１ １ ２６． ７．２１
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S１２． ２．１０ ２ ２４．１１．１７

北
郡

板 柳 町 舘　　岡　　一　　郎 S１８． ３． ４ ４ ２7． ４．２９ 成　　田　　誠　　一
鶴 田 町 中　　野　　掔　　司 S　４．１１． ７ １０ ２６． ８．２０ 山　　本　　一　　郎
中 泊 町 小　　野　　俊　　逸 S１７． ７．２９ ４ ２５． ４．２３

上
北
郡

野 辺 地 町 亀　　田　　道　　隆 S１７．１１．３０ ２ ２３．１０．２６ 金　　澤　　年　　男
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S２４． １． ２ ２ ２５． ４．２３ 大　　平　　　　　均
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S２５． ３．２８ ５ ２４． １．２７
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S２６． １．３１ ２ ２４．１２．１１ 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 斗　　賀　　壽　　一 S１９． ７． ２ １ ２５． ４．２３ 蛯　　名　　鉱　　治
お い ら せ 町 成　　田　　　　　隆 S２６． ２． ４ １ ２６． ３．２５ 西　　館　　芳　　信
六 ヶ 所 村 古　　川　　健　　治 S　９． ５．２８ ３ ２６． ７． ６ 戸　　田　　　　　衛

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S２５． ３． ９ ２ ２５． １．１８ 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S１７． １． ７ ４ ２５． ４．１２ 吉　　澤　　俊　　弘
風 間 浦 村 飯　　田　　浩　　一 S35． 5． 5 １ ２7． ４．23
佐 井 村 太　　田　　健　　一 S２６．１１．２５ ３ ２５． ４．２１

三
戸
郡

三 戸 町 竹　　原　　義　　人 S２５．１１．２８ １ ２４．１２．１５ 藤　　田　　昭　　仁
五 戸 町 三　　浦　　正　　名 S２９． １． １ ４ ２7． ６．２６ 鳥 谷 部　　禮 三 郎
田 子 町 松　　橋　　良　　則 S１８．１０．２４ ２ ２５． ７． ９
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S３０． ５．２２ ４ ２６． ２．１１ 坂　　本　　勝　　二
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S３１． ８．２３ ２ ２５．１２．２３ 久　　保　　和　　子
新 郷 村 須　　藤　　良　　美 S１５． ３．２９ ２ ２５． ５．２８ 田　　島　　正　　美

　

任
期
満
了
に
伴
う
板
柳
町
長
選

挙
は
、
四
月
二
十
四
日
、
投
開
票

が
行
わ
れ
、
現
職
の
舘
岡
一
郎
氏

（
68
）
が
、四
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
総
務
課
長

　

横
浜
力
前
村
長
の
辞
職
に
伴

う
風
間
浦
村
長
選
挙
は
、
四
月

二
十
四
日
、
投
開
票
が
行
わ
れ
、

新
人
の
飯
田
浩
一
氏
（
50
）
が
、

初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
村
議
会
議
員

　

任
期
満
了
に
伴
う
五
戸
町
長
選

挙
は
、
五
月
三
十
一
日
告
示
さ
れ
、

現
職
の
三
浦
正
名
氏
（
57
）
が
、

無
投
票
で
四
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
会
社
社
長

風
間
浦
村
長　

飯い
い

田だ　

浩こ
う

一い
ち　

氏

板
柳
町
長　

舘た
て

岡お
か　

一い
ち

郎ろ
う　

氏

五
戸
町
長　

三み

浦う
ら　

正ま
さ

名な　

氏
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ま

ち
づくりへ

の

東津軽郡

蓬
よもぎた

田村
むら

蓬
田
村
の
産
直
物
産
館

桃
太
郎
ト
マ
ト
な
ど
新
鮮
な
農
水
産
物
を
提
供

東
北
新
幹
線
全
線
開
業
で
弾
み

　
蓬
田
村
は
、
津
軽
半
島
の
陸
奥
湾
側
、
そ
の
付
け
根
に
位
置
し
、

産
直
物
産
館「
村
の
駅
よ
も
っ
と
」や「
よ
も
ぎ
た
物
産
館
マ
ル
シ
ェ

よ
も
ぎ
た
」
で
は
、
桃
太
郎
ト
マ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
新
鮮

な
食
材
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

　

蓬
田
村
の
国
道
二
八
〇
号
バ
イ

パ
ス
沿
い
に
あ
る
産
直
物
産
館

「
村
の
駅
よ
も
っ
と
」
は
、
地
場

の
食
材
を
扱
う
産
直
市
場
で
、
近

隣
農
家
の
新
鮮
な
農
産
物
や
そ
の

加
工
品
、
さ
ら
に
、
漁
師
か
ら
直

接
仕
入
れ
た
鮮
魚
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
活
魚
の
大
き
な
生
け
す
で

は
、
ひ
ら
め
な
ど
が
販
売
さ
れ
、

店
内
の
食
堂
コ
ー
ナ
ー
で
食
べ
る

こ
と
が
で
き
、「
刺
身
定
食
」や「
日

替
わ
り
フ
ラ
イ
定
食
」
な
ど
が
人

気
で
お
昼
時
に
は
多
く
の
お
客
で

賑
わ
い
ま
す
。

村
の
駅
よ
も
っ
と

●定休日／無休、1月1日～3日は休み

●営業時間／8：00 ～ 18：00

●電話／ 0174―31―3115

●住所／蓬田村大字阿弥陀川字汐干106
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陸
奥
湾
に
面
し
た
国
道
沿
い
、

玉
松
海
水
浴
場
に
隣
接
す
る
「
よ

も
ぎ
た
物
産
館
マ
ル
シ
ェ
よ
も
ぎ

　

村
の
数
あ
る
特
産
品
の
中
で

も
、
地
元
の
ト
マ
ト
農
家
の
お
母

さ
ん
た
ち
に
よ
っ
て
丹
精
込
め
て

作
ら
れ
た
桃
太
郎
ト
マ
ト
の
加
工

品
は
、
完
熟
し
た
美
味
し
い
ト
マ

ト
を
贅
沢
に
使
用
し
、「
ト
マ
ト

ジ
ャ
ム
」「
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
」

　

村
と
隣
接
す
る
青
森
市
へ
東
北

新
幹
線
が
乗
り
入
れ
た
こ
と
で
、

観
光
へ
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
青
森
市
の
中
心
部
ま
で
国
道

二
八
〇
号
バ
イ
パ
ス
を
経
由
し
て

車
で
約
二
十
五
分
、
並
走
す
る
Ｊ

Ｒ
津
軽
線
は
約
三
十
分
で
結
ば
れ
、

村
内
に
四
つ
の
駅
が
あ
り
ま
す
。

た
」
は
、
ト
マ
ト
や
ホ
タ
テ
な
ど
、

地
場
の
農
産
物
、
海
産
物
が
そ
ろ

う
産
直
施
設
で
す
。
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
や
各
種
鮮
魚
、
花
や
コ
メ
、
ブ

ド
ウ
の
他
、
ホ
タ
テ
お
こ
わ
、
お

か
ら
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
も
有
り
ま
す
。

「
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
」
な
ど
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
商
品
を
取
り
揃

え
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
に
活
動
を
開
始
し

た
「
蓬
田
村
ト
マ
ト
加
工
グ
ル
ー

プ
」
は
、
ト
マ
ト
農
家
の
お
母
さ

ん
た
ち
五
人
で
組
織
。
青
森
市
内

に
あ
る
加
工
施
設
で
、
通
年
、
様
々

な
加
工
品
を
生
産
し
、
よ
も
ぎ
た

物
産
館
マ
ル
シ
ェ
よ
も
ぎ
た
を
は
じ

め
、
新
青
森
駅
や
観
光
物
産
館
ア

ス
パ
ム
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

生
の
ト
マ
ト
は
ア
ル
カ
リ
性
食

品
の
代
表
と
し
て
、
血
の
汚
れ
を

防
ぎ
、
脂
質
の
分
解
を
助
け
る
効

用
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
肉

や
魚
の
付
け
合
わ
せ
と
し
て
大
い

に
利
用
さ
れ
、
高
血
圧
予
防
や
疲

労
回
復
に
も
大
変
役
立
つ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

東
北
新
幹
線
Ｊ
Ｒ
新
青
森
駅
と

は
、
車
で
二
十
分
ほ
ど
で
結
ば
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
資
源
の

見
直
し
や
バ
ス
路
線
の
新
設
な
ど

を
念
頭
に
、
地
場
産
品
の
開
発
や

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
活
用
、
観

光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
充

実
や
滞
在
型
体
験
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
宅
地
分
譲
の
促
進
な
ど
、
今

後
の
観
光
開
発
の
新
た
な
可
能
性

を
模
索
し
て
い
ま
す
。

よ
も
ぎ
た
物
産
館

マ
ル
シ
ェ
よ
も
ぎ
た

桃
太
郎
ト
マ
ト
を

多
彩
に
加
工

新
幹
線
開
通
と
蓬
田
村

●定休日／ 5月～ 10月までは無休、それ以
外は火曜、1月1日～3日休み
●営業時間／8：00～ 18：00（5月～10月）、
9：00 ～ 17：00（11月～4月）
●電話／ 0174―31―3040
●住所／蓬田村大字郷沢字浜田地内

　桃太郎トマト

夏の太陽を受け真っ赤に完熟したトマトは
ビタミンＣがたっぷり。冷やして食べると、
しゃきっと引き締まった味が広がります。

　桃ちゃんのタレ

桃太郎トマトから生まれた焼き肉用タレ。
じっくり煮込んだ手作りの味は、まろやか
な肉の旨味を引き立てます。

　とまとけちゃっぷ

100％桃太郎トマトで作った手
作りの味。無添加・無着色、ト
マトのおいしさがぎゅうっと詰
まったおすすめの逸品。

よもぎた
桃太郎トマト
主な商品　　　
　ラインナップ
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「
２
０
１
１
よ
こ
は
ま
夏
ま
つ
り
」

開
催

五
戸
ま
つ
り

津
軽
風
待
ち
湊
ふ
か
う
ら
ヤ
ッ
ト
セ

特
別
編
「
北
前
船
来
航
」

愛
情
・
栄
養
た
っ
ぷ
り
の

『
桃
太
郎
ト
マ
ト
』

　国の名勝及び天然記念物に指定され
ている「仏ヶ浦」。
　白緑色の凝灰岩が約２kmにわたり連
なり、如来の首・五百羅漢・一ツ仏・極
楽浜など“仏”にちなんだ名前がそれぞ
れに付けられ、大自然の荒波が創り上
げたスピリチュアルな秘境はまるで極
楽浄土を思わせます。
　佐井港・牛滝港から出航する観光船
で壮大なパノラマを楽しみ、全景を見た
後には上陸し、ガイド案内のもと、その
絶景を味わってみませんか？みなさんの
お越しをお待ちしています。

下北郡

さ
い
む
ら佐

井
村

観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
！ 

秘
境

「
仏
ヶ
浦
」
へ
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
！

　全国各地から見物客が訪れる田舎
館村の田んぼアート。昨年は約14万
人が訪れ、今年３月８日に東京国際
フォーラムで開催された『ふるさと
イベント大賞』では最高賞の大賞（総
務大臣表彰）を受賞しました。
　５月29日に田植えが行われ、稲刈り
前日の10月１日まで、土日祝日も含め
役場天守閣展望室を９時～ 17時（入
場は16時30分）の間、一般開放してお
ります。天守閣展望室からの眺めは、
まさに壮観。ぜひお越しください。

南津軽郡

い
な
か
だ
て
む
ら

田
舎
館
村

問い合わせ先　田舎館村役場産業課
　　　　　　　TEL 0172-58-2111（内線143）

今
年
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は

「
竹
取
物
語
」

西津軽郡

ふ
か
う
ら
ま
ち

深
浦
町

　百年の時を経て「北前船（辰悦丸）」
が入港して以来、25年ぶりに「北前船（み
ちのく丸）」が来航することとなり、夏の
風物詩である浴衣を着用した町民参加
型イベント「ふかうらヤットセ特別編」
として、船内公開や船員体験等のイベン
トを組み入れ、風待ち湊の象徴である
「船絵馬」の奉納や、やぐらを囲んでの「深
浦小唄」踊りが行われます。（初日は臨
場感あふれる深浦港で花火大会開催。）

開催期間：平成23年７月17日（日）～18日（月）
開催場所：深浦字浜町「夕陽公園」問い合わせ先　深浦町観光課

　　　　　　　TEL 0173-74-2111（内線155）　　

問い合わせ先　ＪＡ東つがる　蓬田支店
　　　　　　　TEL 0174-27-3111　

　蓬田村では、これから夏にかけて、
トマトの栽培が最盛期を迎えます。
太陽をいっぱいに受けて、のびのび
育った桃太郎トマトは、ビタミンＣ
が豊富で、高血圧予防や疲労回復に
も効果があります。
　暑い夏に冷やして食べる、シャキッ
と引き締まった桃太郎トマトは格
別！ぜひ一度、農家の方の愛情と栄
養が詰まった桃太郎トマトを、ご賞
味下さい。

東津軽郡

よ
も
ぎ
た
む
ら

蓬
田
村

　８月14日（日）「2011よこはま夏ま
つり」を開催致します。
　三保野公園にて、横浜町特産の馬
鈴薯を味わえる「いも煮会」を開催。
他にも各種特産品があたる大抽選会
があります。
　夕方からは横浜町漁港にて第21回
花火大会を行います。大迫力の打上
げ花火、水中仕掛け花火を間近でご
覧下さい。 上北郡

よ
こ
は
ま
ま
ち

横
浜
町

問い合わせ先　横浜町役場産業建設課
　　　　　　　TEL 0175-78-2111　

　豊作を願う五戸地方最大の祭事で
す。お神輿、お稚児さん、神楽など
の行列に続くのは、町内会などが自
作した10台の豪華絢爛な山車。これ
らが“坂の町”五戸を練り歩き、一大
絵巻を展開します。
　２日目「中日」の夜には、ライトアッ
プされた山車による夜間競演も行わ
れ、大勢の観客が詰め掛けます。ぜ
ひご覧ください。
開催時期：９月２日（金）～９月４日（日）

三戸郡

ご
の
へ
ま
ち

五
戸
町

問い合わせ先　五戸町役場　企画振興課
　　　　　　　TEL 0178-62-2111（内線234）

　標高350ｍの高原に広がる65haとい
う広大な自然滞在型観光レクリエー
ション施設として人気の「間木ノ平
グリーンパーク」。宿泊施設には約
500人収容の一般キャンプ場、八棟の
バンガローや58区画のオートキャン
プ場。男女別のシャワー室や水洗ト
イレ･食堂などの施設も完備。
　ご家族お揃いでおいでください。

三戸郡

し
ん
ご
う
む
ら

新
郷
村

問い合わせ先　間木ノ平グリーンパーク　
　　　　　　　TEL 0178-78-3333

高
原
の
夏
を
満
喫
♪

問い合わせ先　東北町商工観光課
　　　　　　　TEL 0176-56-3111

　東北町湖水まつりが７月23日（土）、
24日（日）、東北町の小川原湖畔で開催
されます。
　23日の「わかさぎマラソン大会」では、
全国から参加するランナーたちが、湖
を望むコースを元気に駆け抜けます。
　また同日夜に行われる「創作花火コ
ンクール」では、全国有名花火師10社
による音と光の競演が繰り広げられま
す。
　今年の夏は、さわやかな笑顔の花咲
く小川原湖へぜひお越しください。

上北郡

「
今
年
の
夏
は
笑
顔
の
花
咲
く

小
川
原
湖
へ
」

東
北
町

と
う
ほ
く
ま
ち

問い合わせ先　佐井村産業建設課　　
　　　　　　　TEL 0175-38-2111
　　　　　　　佐井村観光協会
　　　　　　　TEL 0175-38-4515

み  こし

けんらん
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町 村 ト ピ ッ ク ス

T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

「
２
０
１
１
よ
こ
は
ま
夏
ま
つ
り
」

開
催

五
戸
ま
つ
り

津
軽
風
待
ち
湊
ふ
か
う
ら
ヤ
ッ
ト
セ

特
別
編
「
北
前
船
来
航
」

愛
情
・
栄
養
た
っ
ぷ
り
の

『
桃
太
郎
ト
マ
ト
』

　国の名勝及び天然記念物に指定され
ている「仏ヶ浦」。
　白緑色の凝灰岩が約２kmにわたり連
なり、如来の首・五百羅漢・一ツ仏・極
楽浜など“仏”にちなんだ名前がそれぞ
れに付けられ、大自然の荒波が創り上
げたスピリチュアルな秘境はまるで極
楽浄土を思わせます。
　佐井港・牛滝港から出航する観光船
で壮大なパノラマを楽しみ、全景を見た
後には上陸し、ガイド案内のもと、その
絶景を味わってみませんか？みなさんの
お越しをお待ちしています。

下北郡

さ
い
む
ら佐

井
村

観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
！ 

秘
境

「
仏
ヶ
浦
」
へ
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
！

　全国各地から見物客が訪れる田舎
館村の田んぼアート。昨年は約14万
人が訪れ、今年３月８日に東京国際
フォーラムで開催された『ふるさと
イベント大賞』では最高賞の大賞（総
務大臣表彰）を受賞しました。
　５月29日に田植えが行われ、稲刈り
前日の10月１日まで、土日祝日も含め
役場天守閣展望室を９時～ 17時（入
場は16時30分）の間、一般開放してお
ります。天守閣展望室からの眺めは、
まさに壮観。ぜひお越しください。

南津軽郡

い
な
か
だ
て
む
ら

田
舎
館
村

問い合わせ先　田舎館村役場産業課
　　　　　　　TEL 0172-58-2111（内線143）

今
年
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は

「
竹
取
物
語
」

西津軽郡

ふ
か
う
ら
ま
ち

深
浦
町

　百年の時を経て「北前船（辰悦丸）」
が入港して以来、25年ぶりに「北前船（み
ちのく丸）」が来航することとなり、夏の
風物詩である浴衣を着用した町民参加
型イベント「ふかうらヤットセ特別編」
として、船内公開や船員体験等のイベン
トを組み入れ、風待ち湊の象徴である
「船絵馬」の奉納や、やぐらを囲んでの「深
浦小唄」踊りが行われます。（初日は臨
場感あふれる深浦港で花火大会開催。）

開催期間：平成23年７月17日（日）～18日（月）
開催場所：深浦字浜町「夕陽公園」問い合わせ先　深浦町観光課

　　　　　　　TEL 0173-74-2111（内線155）　　

問い合わせ先　ＪＡ東つがる　蓬田支店
　　　　　　　TEL 0174-27-3111　

　蓬田村では、これから夏にかけて、
トマトの栽培が最盛期を迎えます。
太陽をいっぱいに受けて、のびのび
育った桃太郎トマトは、ビタミンＣ
が豊富で、高血圧予防や疲労回復に
も効果があります。
　暑い夏に冷やして食べる、シャキッ
と引き締まった桃太郎トマトは格
別！ぜひ一度、農家の方の愛情と栄
養が詰まった桃太郎トマトを、ご賞
味下さい。

東津軽郡

よ
も
ぎ
た
む
ら

蓬
田
村

　８月14日（日）「2011よこはま夏ま
つり」を開催致します。
　三保野公園にて、横浜町特産の馬
鈴薯を味わえる「いも煮会」を開催。
他にも各種特産品があたる大抽選会
があります。
　夕方からは横浜町漁港にて第21回
花火大会を行います。大迫力の打上
げ花火、水中仕掛け花火を間近でご
覧下さい。 上北郡

よ
こ
は
ま
ま
ち

横
浜
町

問い合わせ先　横浜町役場産業建設課
　　　　　　　TEL 0175-78-2111　

　豊作を願う五戸地方最大の祭事で
す。お神輿、お稚児さん、神楽など
の行列に続くのは、町内会などが自
作した10台の豪華絢爛な山車。これ
らが“坂の町”五戸を練り歩き、一大
絵巻を展開します。
　２日目「中日」の夜には、ライトアッ
プされた山車による夜間競演も行わ
れ、大勢の観客が詰め掛けます。ぜ
ひご覧ください。
開催時期：９月２日（金）～９月４日（日）

三戸郡

ご
の
へ
ま
ち

五
戸
町

問い合わせ先　五戸町役場　企画振興課
　　　　　　　TEL 0178-62-2111（内線234）

　標高350ｍの高原に広がる65haとい
う広大な自然滞在型観光レクリエー
ション施設として人気の「間木ノ平
グリーンパーク」。宿泊施設には約
500人収容の一般キャンプ場、八棟の
バンガローや58区画のオートキャン
プ場。男女別のシャワー室や水洗ト
イレ･食堂などの施設も完備。
　ご家族お揃いでおいでください。

三戸郡

し
ん
ご
う
む
ら

新
郷
村

問い合わせ先　間木ノ平グリーンパーク　
　　　　　　　TEL 0178-78-3333

高
原
の
夏
を
満
喫
♪

問い合わせ先　東北町商工観光課
　　　　　　　TEL 0176-56-3111

　東北町湖水まつりが７月23日（土）、
24日（日）、東北町の小川原湖畔で開催
されます。
　23日の「わかさぎマラソン大会」では、
全国から参加するランナーたちが、湖
を望むコースを元気に駆け抜けます。
　また同日夜に行われる「創作花火コ
ンクール」では、全国有名花火師10社
による音と光の競演が繰り広げられま
す。
　今年の夏は、さわやかな笑顔の花咲
く小川原湖へぜひお越しください。

上北郡

「
今
年
の
夏
は
笑
顔
の
花
咲
く

小
川
原
湖
へ
」

東
北
町

と
う
ほ
く
ま
ち

問い合わせ先　佐井村産業建設課　　
　　　　　　　TEL 0175-38-2111
　　　　　　　佐井村観光協会
　　　　　　　TEL 0175-38-4515

み  こし

けんらん
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いつでもご加入いただけますので下記までお問い合わせ願います。
問合せ先　全国町村職員生活協同組合青森県支部
　　　　　青森県町村会総務課〔共済事業〕　TEL０１７（７２３）１３３１

自
動
車
共
済

万
一
の
事
故
に
備
え
を
！

●共済契約できる自動車
●自家用普通・小型乗用自動車
●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車●原動機付自転車

１．あなたの所有する
２．あなたと同一世帯に属する親族（同居の親族）の所有する

町村生協の自動車共済にご加入の方のみ、車両共済（保険）に加入できます
○町村生協の自動車共済で過去３年間無事故で、新たに車両共済（保険）

に加入する場合、新規契約と比較して　
　４０％割引（９等級）からスタート！
○一括払いでご契約の場合は、さらに　５％割引！
○保険料分割払（１２回）も選択可能です。
○ロードサービスも無料でサービス！

●共済掛金と共済金額
共 済 掛 金 額 （ 年 間 ）用途及び車種

区分
共済金額

原動機付自転車
（１２５CC以下）

自動二輪車
（１２５CC超）

自家用軽四輪乗用
貨物車（６６０cc以下）

自家用普通・小型乗用
小型貨物車（６６０cc超）

１２,０００円１７,０００円１９,０００円３０,０００円
対　人　賠　償　 円円円円 無制限
対　物　賠　償　 円円円 １,０００万円
自損事故傷害共済　  １,５００万円
限定搭乗者　 円円円円 ５００万円

Ａ　

型

１４,０００円２０,０００円２１,０００円３３,０００円
対　人　賠　償　 円円円円 無制限
対　物　賠　償　 円円円円 無制限
自損事故傷害共済　  １,５００万円
限定搭乗者　 円円円 １,０００万円

Ｂ　

型

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
※無共済等自動車傷害共済・他者運転特約も自動付帯。　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

自
動
車
事
故
処
理
研
修
会

　

本
会
は
七
月
一
日
、
青
森
市
の

ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
自
動
車

事
故
処
理
研
修
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
市
町
村
及
び
一
部
事
務

組
合
の
担
当
者
等
約
六
十
人
。

　

は
じ
め
に
、
本
会
の
山
口
常
務

理
事
が
「
車
両
・
対
物
で
は
、
車

の
高
級
化
や
構
造
の
複
雑
化
に
よ

る
修
理
代
の
高
騰
、
人
身
で
は
ケ

ガ
や
死
亡
案
件
に
対
す
る
判
例
の

高
額
化
等
に
よ
り
、
支
払
額
が
増

え
る
傾
向
に
あ
る
。
年
々
、
多
様

化
・
複
雑
化
す
る
自
動
車
事
故
の

円
満
な
解
決
の
た
め
に
は
、
適
切

で
迅
速
な
対
応
、
い
わ
ゆ
る
『
初

動
』
そ
し
て
『
交
渉
』
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本

日
は
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
研
修
と

な
っ
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
全
国
町
村
会
災

害
共
済
部
自
動
車
事
業
課
の
坂
中

課
長
と
岡
崎
主
事
か
ら
、「
自
動

車
事
故
に
よ
る
三
つ
の
責
任
に
つ

い
て
」
及
び
「
損
害
賠
償
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
車
を
所
有
、
管
理
、

運
航
を
す
る
と
き
に
必
ず
発
生
す

る
責
任
や
相
手
の
あ
る
事
故
の
際

の
相
互
に
発
生
す
る
責
任
、
過
失

相
殺
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。

　

次
に
、
本
共
済
の
示
談
代
行
制

度
に
基
づ
き
事
故
処
理
に
あ
た
っ

て
い
る
自
動
車
共
済
サ
ー
ビ
ス
事

務
所
の
査
定
専
門
員
が
、
自
動
車

事
故
の
事
例
に
つ
い
て
説
明
し
、

緊
急
自
動
車
（
消
防
車
・
救
急
車

等
）
の
事
故
、
交
差
点
内
の
事
故
、

路
外
か
ら
道
路
へ
進
入
す
る
際
の

事
故
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例

を
交
え
な
が
ら
対
応
や
留
意
点
を

説
明
し
た
。

　

最
後
に
、
事
故
処
理
の
ポ
イ
ン

ト
と
、
事
務
手
続
き
等
に
つ
い
て

本
会
事
務
局
が
説
明
し
、
出
席
者

は
今
後
の
事
故
処
理
事
務
の
対
応

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

全国町村会の坂中自動車事業課長が説明

事
故
処
理
対
応

を
学
ぶ
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●共済掛金と共済金額
共済掛金（年額）は共済契約１口（１０万円）につき６０円です。
契約額の最高限度は、６００口で、６,０００万円が限度です。

共 済 契 約 の 最 高 限 度

共済掛金共済金額口　数区　　　　分

２４,０００円４,０００万円４００口建物のみの場合

１２,０００円２,０００万円２００口動産のみの場合

３６,０００円６,０００万円６００口建物と動産を併せた場合

●共済契約できる物件
●あなたの所有する居住用建物、または、その建物内にある動産

●あなたと同一世帯に属する親族が所有し、かつ、あなたが現に同居している建物または、その建物内にある動産

安安安安安安安安安安安いいいいいいいいいいい掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛金金金金金金金金金金金ででででででででででで大大大大大大大大大大大きききききききききききななななななななななな補補補補補補補補補補補償償償償償償償償償償償ををををををををををを住
宅
火
災
共
済

確
か
な
安
心
を
！

風水雪害特約制度
風水雪害特約制度は、風水雪害による損害について、火災共済契約に任意に付
加することにより共済金を支払う特約制度です。特約を付加していない場合、
風災、水災又は雪災による損害は、損害額が５０万円以上の場合、損害の程度に
応じ給付され、全損の場合では１００分の１０又は４５０万円のいずれか低い額の給付
ですが、特約に加入することにより、火災共済契約の風水雪害共済金に加算し
て風水雪害特約共済金を損害額の５０％又は火災共済契約額の５０％のいずれか少
ない額を限度に支払います。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の支払合計
額が３,０００万円を超える場合、３,０００万円が限度となります。）特約共済掛金は、
一口１０万円につき５０円です。（火災共済契約と同額を特約共済金額とします。）

財団法人 青森県市町村振興協会
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随 想
第10話

吉
よし

田
た

　　満
みつる

深浦町長

プロフィール

町議会議長。
現在１期目、57歳。

心
を
未
来
へ

引
き
継
ぐ

　

愛
用
の
作
業
服
に
身
を
包
み
、

白
い
タ
オ
ル
を
手
に
玄
関
を
出
る
。

真
夏
と
は
い
え
七
月
の
深
浦
の
朝

は
、
日
本
海
か
ら
の
ひ
ん
や
り
と

し
た
潮
風
が
心
地
よ
く
、
寝
惚
け

た
体
を
や
さ
し
く
刺
激
し
て
く
れ

ま
す
。
近
所
の
先
輩
農
家
の
方
々

に
、「
ネ
ク
タ
イ
姿
よ
り
も
似
合
っ

て
い
る
」
な
ど
と
か
ら
か
わ
れ
な

が
ら
、
我
が
家
の
田
ん
ぼ
へ
続
く

あ
ぜ
道
を
進
む
と
、
膝
丈
ま
で
に

成
長
し
た
自
慢
の
稲
が
、
私
の
到

着
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
か
の
よ

う
に
ゆ
っ
く
り
と
揺
れ
て
い
ま
す
。

爽
や
か
な
朝
の
ひ
と
と
き
。
ひ
と

り
夢
中
に
農
作
業
に
没
頭
す
る
。

こ
れ
が
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
私

の
一
日
の
始
ま
り
で
す
。
若
か
っ

た
頃
は
、
苦
痛
に
し
か
感
じ
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
、
最
近
、
特
に

町
長
就
任
を
機
に
、
こ
の
時
間
こ

そ
、
私
に
と
っ
て
至
福
の
ひ
と
と

き
で
あ
る
と
思
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

私
は
平
成
二
十
年
十
二
月
に
深

浦
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
当
時

の
深
浦
町
は
、
三
位
一
体
改
革
に

伴
う
財
政
悪
化
で
危
機
的
な
状
況

に
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
経
済
紙
に

財
政
破
綻
の
危
険
度
全
国
第
八
位

と
指
摘
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
で
、
町

全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
健
全
化
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
合
併

以
後
四
年
間
続
い
て
い
た
赤
字
を
、

平
成
二
十
年
度
決
算
で
解
消
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
日
本
全
体
が
人
口
減
少

社
会
に
突
入
し
て
い
る
今
日
、
特

に
地
方
町
村
部
に
お
い
て
は
急
激

な
少
子
化
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の

活
力
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た

め
に
町
が
進
め
て
い
る
二
つ
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、「
地
域
六
次
産
業

化
」
の
推
進
で
す
。
深
浦
町
は
、

世
界
自
然
遺
産
「
白
神
山
地
」
と

雄
大
な
日
本
海
に
抱
か
れ
た
自
然

豊
か
な
町
で
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た

環
境
が
育
ん
だ
農
水
産
物
を
活
用

し
て
、
内
発
的
な
産
業
お
こ
し
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。生
産
・

加
工
・
販
売
（
一
次
産
業
×
二
次

産
業
×
三
次
産
業
＝
六
次
産
業
）

と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
地

域
全
体
で
担
う
こ
と
に
よ
り
、
農

水
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
、
産

業
全
体
の
所
得
向
上
と
地
域
内
経

済
の
循
環
に
よ
る
活
性
化
を
目
指

し
ま
す
。
現
在
、
そ
の
中
核
施
設

で
あ
る
農
水
産
物
一
次
加
工
場
の

整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、「
住
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
深
浦
町

で
は
今
、
住
民
自
ら
が
地
域
課
題

に
向
き
合
お
う
と
す
る
動
き
が
芽

生
え
始
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

高
齢
者
や
移
動
手
段
を
持
た
な
い

方
々
の
強
い
要
請
に
応
え
て
、
女

性
グ
ル
ー
プ
が
野
菜
や
惣
菜
の
直

売
所
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
深
浦
町
の
魅
力
を
伝
え
、
地

域
を
元
気
に
し
た
い
と
の
思
い
を

共
有
す
る
有
志
が
、
町
づ
く
り
応

援
隊
「
い
い
べ
！
ふ
か
う
ら
」
を

結
成
し
、
Ｊ
Ｒ
深
浦
駅
で
お
も
て

な
し
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
動
に
住
民
を
駆
り

立
て
た
の
は
、“
自
ら
の
地
域
を

ど
う
に
か
し
て
活
性
化
し
た
い
。

元
気
に
し
た
い
。”
と
の
共
通
の

思
い
で
す
。
地
域
が
抱
え
る
課
題

を
地
域
住
民
が
主
体
性
を
も
っ
て

解
決
し
て
い
く
。
こ
れ
こ
そ
「
住

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
原
点

で
あ
り
、
こ
の
機
運
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

晴
れ
た
日
の
夕
刻
、
海
岸
線
と

並
行
し
て
走
る
国
道
一
〇
一
号
沿

い
に
は
、
車
を
停
め
て
日
本
海
に

映
え
る
美
し
い
夕
陽
を
眺
め
る

方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

の
後
ろ
姿
を
見
る
と
、
い
つ
に
も

増
し
て
こ
の
町
が
誇
ら
し
く
思
え

て
き
ま
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
景
色

と
風
土
、
そ
し
て
人
々
の
ふ
る
さ

と
を
思
う
熱
い
心
を
未
来
に
引
き

継
ぐ
こ
と
が
、
今
を
生
き
る
我
々

の
最
大
の
役
割
で
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

「手を振り隊」が観光客をおもてなし


